
NEWS LETTER 光線医療センター
2023年 第9号

温故知新 ： インドシアニングリーン蛍光による定量的血流評価の自動化

インドシアニングリーン（ICG）は，1960年代から循環器臨床に用いられてきた検査薬である。スワン・ガン
ツカテーテルもMモードの超音波診断装置も無い時代のことである。当時，先人たちは，ICGが近赤外光を
吸収する特性を有することに着目し透過型分光センサーを用いて，心拍出量，循環時間や血流を定量的に
評価する方法の開発に奮闘していたのである。それから60年経った今，そのような目的で臨床使用されるこ
とはほぼ皆無になってしまったが，ICGが放つ近赤外蛍光の観察動画から，術中に組織血流を定量評価す
る試みがなされるようになってきた。まさに60年ぶりの温故知新である。
下図のパネルAは，ラット大腿動脈のICG蛍光像で関心領域（ROI）を中枢側と末梢側の2箇所に設定して
いる。図内では毎秒30フレームで撮影した動画を10フレーム毎のタイムラプス画像として表示している。パ
ネルBのグラフには，各ROIで自動計測された蛍光輝度レベルを３フレーム毎に時系列変化としてプロットし
た。蛍光輝度の時間変化は，ロジスティック関数で近似できることから，この関数を用いて曲線回帰分析を
行い，ROI間でのパラメータdの差を求めた。下記の例では，dの差は0.89秒で，ROI間の経路長は12mmで
あったため，流速は，毎秒13mmと評価された。このような評価は，消化管，皮膚・筋組織にROIを設定すれ
ば，灌流が中枢側から末梢側に伝播していく際の時間差や速度の評価にも使えるため，消化管吻合部，皮
弁・筋弁組織の灌流障害を定量的に評価できる可能性がある。
ごく最近，手術室に設置されている医療用のICG蛍光観察装置（島津製作所LightVision）の映像出力を入
力すれば，リアルタイムで任意のROI（最大50箇所）の蛍光輝度を自動計測しながら時系列変化の曲線解
析ができるシステム（Time-Intensity Curve Analysis, TICA）を開発したばかりである。附属病院内手術室で
実際に使用していただき，TICAシステムの有用性を検証したい。
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A. ラット大腿動脈のICG蛍光造影のタイムラプス表示
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B. 蛍光輝度の時間変化プロット

〇は，中枢側実測値，〇は，末梢側実測値
を示す。実線は，下記ロジスティック関数を
用いた回帰曲線である。



第36回 環太平洋外科系学会

8/22-23、第36回 PPSA-JC ～Reunion～環太平洋外科系学会日本支部会学術大会 （大会長：高知大学
医療学講座医療管理学分野小林道也教授) が、米国ハワイ州 ホノルルにて開催されました。
泌尿器科学講座藏野吉隆先生が、演題名 「Novel minimally invasive treatment for benign prostate 
hyperplasia －Initial experience with contact laser vaporization of the prostate－」 を、山本新九郎先生が、
演題名「Oral 5-aminolevulinic acid-mediated photodynamic diagnosis using fluorescence cystoscopy for 
non-muscle-invasive bladder cancer」 を発表されました。
藏野先生は、初の国際学会での発表にもかかわらず、質疑応答も含め、堂々とやり遂げられました。
また、研修医 島﨑将先生も帯同されました。



下記の光線医療関連の講演が行われました。

9/1 (金)-9/2 (土)、日本蛍光ガイド手術研究会第6回学術集会
佐藤隆幸先生が特別報告会およびKitajima-Yang Prize受賞講演
福原秀雄先生がシンポジウムで講演

9/8 (木)、PDD-TURBT Seminar in Okayama 
井上啓史先生 「光で診て、光で治す ～Photo-Theranostics Era～」
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